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・地域のお祭りで吹奏楽部が演奏する等、部活動としても地域に貢献している。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　生徒は、下校時の見守り活動や挨拶運動等で地域の方と挨拶を交わしたり、地域行事に参画し様々な年代の方と関わったりするこ
とで、コミュニケーション能力を育むとともに、地域の担い手としての自覚が高まり、自己有用感を高めることにつながっている。
　学校応援団と学校運営協議会が連携することにより、地域と学校が双方向の関係を築くとともに、自治会同士の連携やＰＴＡとの協
力体制など、学校を中心としたネットワークが構築されてきている。
　学校のＷＥＢサイトに地域情報を掲載する等、平成30年８月にリニューアルして以来、１年間で20万アクセスを超え、地域や保護者
の学校への関心が高まっている。

● その他

＜ビジョンの共有＞「地域貢献」は、学校運営協議会の協議・承認を経て、学校の重点指導項目の１つに掲げており、教育課程外の
活動ではあるが、生徒が活躍できる場としてボランティア活動の推進に、地域と学校が一体となって取り組んでいる。
＜連携・協働による広報活動＞地域行事へのボランティア募集に当たっては、学校応援団がポスターを作成し校内に掲示している。
また、学校のＷＥＢサイトに地域の情報を掲載する等、校内外に向けて積極的に発信している。
＜コーディネーターの役割＞進路学習に向けた準備として、警察や消防等の諸機関や地元企業等に講師を依頼したり、地域のパト
ロール活動の充実に向けて自治会とＰＴＡの連携を深めたりしている。

参考URL https://kishikawa.official.jp/

●連絡先 川口市教育委員会学校教育部指導課 048-259-7661
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　平成24年度に設置された「学校応援団」は、学校応援コーディネーターを中核に、①安心・安全、②環境整備、③学習・部活動
支援に取り組んでいる。具体的には、登下校時の挨拶運動や見守り活動、学校や地域のクリーン作戦、地域人材を活用した進路
学習や面接練習など、様々な活動を展開している。
　「地域貢献活動」では、生徒が地域のお祭りや運動会等の行事の運営補助として積極的に参画し、地域の方とのコミュニケーショ
ンを深めている。これらの取組を実施するに当たり、学校応援団がボランティア募集や当日の支援等を行っており、平成30年度は
生徒の約半数が活動した。
　平成30年度に学校運営協議会が設置され、学校応援団との連携体制を構築し、活動が充実してきている。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

①「学校応援団」：登下校時の挨拶運動や見守り活動、学校や地域のクリーン作戦、地域人材を活用した進路学習や面接練習など、
地域の方々による教育活動への支援が活発である。
②「地域貢献活動」：地域のお祭りや運動会、夏休みのラジオ体操など、様々な地域行事において、生徒がボランティアとして運営補
助等に参画している。（平成30年度実績：全校生徒の49％、延べ387人が参加）
③「学校運営協議会との連携体制」：スローガンに「学校が元気に、地域が元気に」を掲げ、学校応援コーディネーターが学校運営協
議会のメンバーとなり、学校応援団との連携体制を深めている。

【実施に当たっての工夫】
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中学生のパワーを地域に生かす「地域貢献活動」
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